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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月23日(2014.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）反応混合物中のＴｉＣｌ４を加水分解して、ＴｉＯＣｌ2を得る工程；（ｂ）Ｔ
ｉＯＣｌ2を加熱して、二酸化チタンを得る工程；（ｃ）二酸化チタンをリチウム塩と接
触させてＬｉ4Ｔｉ5Ｏ12を製造する工程；を含む、Ｌｉ4Ｔｉ5Ｏ12の製造方法。
【請求項２】
　工程（ａ）が、水中で行われる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程（ａ）が、ＴｉＣｌ4を水と接触させてそれを加水分解することを含む請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　工程（ｂ）が、ＴｉＯＣｌ2を水との混合物中で加熱して、二酸化チタンおよびＨＣｌ
を形成することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　混合物が、激しい攪拌または乱流混合により提供される請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　工程（ｂ）が、（ｉ）ＨＣｌとの混合物中で二酸化チタンを沈殿させ、（ii）混合物を
蒸留してＨＣｌを除去することをさらに含む請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　工程（ｂ）が、（ｉ）二酸化チタンを混合物から沈殿させ、（ii）混合物をろ過し、洗
浄して、ＨＣｌを除去することをさらに含む請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　工程（ｂ）が、二酸化チタンを乾燥固体として回収することをさらに含む請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　工程（ｃ）が、水中混合物中、二酸化チタンをリチウム塩と接触させることを含む請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
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　工程（ｃ）が、Ｌｉ／Ｔｉのモル比が約０.６～約１.０となるような相対量で二酸化チ
タンをリチウム塩と接触させることを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　混合物を、約６００℃～約１０００℃の範囲の温度で加熱することをさらに含む請求項
９に記載の方法。
【請求項１２】
　Ｌｉ4Ｔｉ5Ｏ12から電気化学セルのための電極を作製する工程をさらに含む請求項１に
記載の方法。
【請求項１３】
　電気化学セルを前記電極から作製する工程をさらに含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　電気化学セルを電動デバイスに組み込むことをさらに含む請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　（ａ）反応混合物中のＴｉＣｌ４を加水分解して、ＴｉＯＣｌ2を得る工程；（ｂ）Ｔ
ｉＯＣｌ2を加熱して、二酸化チタンを得る工程；を含む、二酸化チタンの製造方法。
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